
第１回 市立脳卒中・神経脊椎センター介護老人保健施設指定管理者選定委員会会議録 

日 時 平成 28年５月 18日（水）18時 00分～20 時 00分 

開 催 場 所 医療局会議室 

出 席 者 委員長 渋谷明隆、副委員長 篠原弘子、宮田光明、中島礼子、増田英明 

欠 席 者 鈴木智子 

開 催 形 態 公開（傍聴者 なし） 

議 題 

１ 委員長の選出 

２ 公募要項について 

３ 評価の基準、評価の進め方について 

４ 今後の日程について 

決 定 事 項 

１ 委員長を渋谷委員、副委員長を篠原委員とする 

２ 公募要項について、原案のとおりとする 

３ 評価の基準については一部修正、評価の進め方は原案のとおり承認する 

４ ５月 23 日(月)から公募開始 

  第２回選定委員会は７月 19 日(火) 応募少数の場合は開催せず 

  第３回選定委員会は７月 21 日(木) 

 

 

１ 委員長の選出 

  委員による互選による議論を行ったが委員の選任なし。 

事務局より、病院事業の経営について検討する附属機関である経営評価委員会の委員

に就任している渋谷委員を委員長に、篠原委員を副委員長に提案した。 

  委員から異議なく、委員長 渋谷委員、副委員長 篠原委員に決定した。 

 

２ 評価の基準、評価の進め方について 

 (1)  質疑・意見交換等 

委員 ：指定期間について当初 10年だったものを、今回５年とした理由は。 

事務局：当初の募集では特殊性があるということで期間を長くしたが、市の標準的な期

間に合わせること、介護老人保健施設の方向性について今後の動向を見極める

必要があるため今回は５年としたい。 

委員 ：応募多数の場合、書類による一時審査で候補を５者に絞るということか。 

事務局：６者以上応募の場合、一次審査で５者に絞る。 

委員 ：当該施設への入居者はセンターを経由したものだけか。 

事務局：センターと連携をしているが、他の病院・施設からも利用されている。 

委員 ：職員の確保・育成は重要なので、選定の段階で確認する必要がある。 

        外部の学生の受け入れなどの有無を評価の基準に加えるべき。 

事務局：職員の配置、人材育成について、着眼点の議論をしていただき加点要素として

いただきたい。                                                                         

委員 ：評価について最低基準を決めてはどうか。 

事務局：各項目を標準的な３で評価すると 60 点となる。 

 (2) 決定内容 

評価の基準に、外部学生の受け入れなど人材育成への取り組みを加え、最低基準点を

60 点とすることで原案のとおり決定。 

 

３ 今後の日程について 

・５月 23日(月)から公募を開始し６月 30日(木)を締切とする。 

・第２回選定委員会は７月 19 日(火) 応募少数の場合は開催せず。 

・第３回選定委員会は７月 21 日(木)とする。 



資 料 ・  

特記事項 

１ 資料 

 資料１ 公募要項、指定管理者 業務の基準及び参考資料 

 資料２ 評価の基準 

 資料３ 今後の日程 

 参考資料１ 横浜市病院事業の設置等に関する条例 

参考資料２ 横浜市立脳卒中・神経脊椎センター介護老人保健施設指定管理者選定委員

会の組織及び運営に関する要綱 

 参考資料３ 現在の施設のパンフレット 

２ 特記事項 なし 

 


